
令和５年度 管理運営評価シート 
 

施設名 先端科学技術支援センター 現指定管理期間 令和５年度～９年度（５年間） 

指定管理者 国際ライフパートナー（株） 選定方法 公募 

１ 指定管理者による自己評価 

評価項目 
業務目標 

（事業計画ベース） 
実績・評価 

指定 

管理者 

施設 

所管課 

維
持
管
理
業
務 

清掃 

施設の機能及び美観を保つた

めの細やかな清掃作業を実施

する 

客室、セミナー等の屋内及び施

設外周等の日常清掃及び定期

清掃を実施した。（年間作業報

告参照） 適宜ルーフドレイン清

掃実施して、雨天時の漏水クレ

ームを減少させた。 

◎ ◎ 

設備保守管理 

法定点検及び定期点検を実施

するとともに各設備に日常点検

を実施する 

消火・防災設備、電気設備、空

調設備、昇降機、電話交換機、

自動ドア等の点検・検査を実施

した 

◎ ◎ 

植栽管理 

植栽の種類に応じて適切な時

期に適切な植栽管理を実施す

る 

草刈り、剪定、除草、害虫駆除

等を実施した。（随時）また、枯

木赤松、放置された倒木柳の

撤去処分を実施した 

〇 ○ 

警備 

機械警備を実施し夜間警備の

強化を図り、事件事故の未然防

止に努め、利用者の安全を守

る 

職員に対する危機管理を図り、

利用者に対する安全を確保し、

安心感を与えた 
◎ ◎ 

小規模修繕 

開設後３０年が経過し、修繕を

要する箇所が多いことから、優

先順位の緩急軽重を判断して、

修繕を行う 

雨天時の漏水修繕等（廊下壁、

他）、空調機冷温水系詰まり清

掃、浴場熱交湯温制御機器更

新、電気関係修理（客室照明灯

他取替）トイレ小便器洗浄機能

修繕などを実施した 

◎ ◎ 

法定点検の実施 

法定点検及び定期点検を実施

するとともに各設備に日常点検

を実施する 

消火・防災設備、電気設備、空

調設備、昇降機、電話交換機、

自動ドア等の点検・検査を実施

した 

◎ ◎ 

運
営
業
務 

開館日・開館時間等 

開館時間：午前９時～午後１０

時まで。休 館 日 ：12月 29日

～１月３日まで 

開館時間：午前９時～午後１０

時※ ゲストハウスについて

は、24時間対応 

◎ ◎ 

公共性・公平性の確保 

公共の施設であることを念頭

に、公平かつ妥当な業務を推

進する 

利用許可申請に基づき、それ

ぞれ精査したところ、許可基準

に抵触するものは県庁とも相談

の上、すべて許可した。          

また、減免書類の見直しによる

公正・公平性を推進した。 

◎ ◎ 

様式１ 



各種事業・プログラムの

実施状況 

自主事業を活発に行い、こころ

豊かな兵庫づくりの一翼を担う 

写真展(4月・12月×4回・1月) 

親子で押し花体験（7月・10月） 

らんま先生の eco科学実験ショ

ー（11月） 

親子で体験かごつくり（2月） 

〇 ○ 

利用者満足度調査結果 

（アンケート調査） 

主にアンケート調査を行い、フ

ィードバックして業務に反映す

る 

アンケート調査結果では、多く

の利用者から満足のいく良い

評価を頂いた。(宿泊者対象） 

〇 ○ 

利
用
状
況 

利用者数 

当センターの存在を広く知らし

め、会議室及び宿泊施設の利

用者数の増加に努める 

宿泊者数：5,325 人（前年対比 

804 人増）、会議室利用者数：

7,774人（前年対比 715人減）で

あった。   

〇 ○ 

施設稼動率 

セミナー室については、地元住

民に当センターの存在を知らし

めて利用の促進を図るととも

に、ゲストハウスについては、

メディアを通じて、より広く集客

力を高める 

会議室稼働率：12％とやや増

加、宿泊室稼働率：45％とやや

増加した 
〇 ○ 

収
支
状
況 

収支計画と実績 

指定管理料： 82,980 千円 

利用料金収入予測： 25,500 千

円 

指定管理料：  82,980 千円                

利用料金収入： 21,796千円 〇 ○ 

経費節減に向けた取組 

きめ細かな施設維持管理を行

い、経費節減に努める 

光熱水費の節減に力を入れた

計画的な取組みを実施した。特

に照明の LED 化・水漏れ対応

等で効果あり。事務消耗品等も

節約節減した 

〇 ○ 

運
営
体
制 

苦情要望等の対応体制・

内容 

利用者の要望を把握するととも

に、苦情が発生した場合は、早

期に原因を究明し、誠意を持っ

て対応する 

公平、適正に業務を推進した結

果、重大なトラブル、苦情、要望

等は認められなかった。（全職

員が共有、ミーティング実施） 

◎ ◎ 

危機管理体制の確保 

指揮監督体制を強化し、有事即

応体制を確立する 

PPP 事業部と有事に対応でき

るように危機管理体制を強化し

た。（緊急連絡体制表作成・訓

練年数回実施） 

◎ ◎ 

県・関係機関との連携 

兵庫県立大学と連携を密にす

るとともに、迅速な県への報告

連絡を行う 

県への報告、連絡を適時適切

に行った。兵庫県立大学との連

携を密にして円滑な業務を推進

した 

◎ ◎ 

業務の再委託の状況 

施設の機能及び美観を保つこ

とに加え、法定点検及び定期点

検を実施する 

事業計画書に基づき、施設の

機能及び美観を保つため再委

託常務を行った。 

〇 ○ 

 

２ 総合的な自己評価・来年度の取組目標・課題等について 

令和5年度は管理運営が初年度であり、施設管理を行う上で不明点や未経験の部分が多く理解するのに時間を要した。

次年度は利用者視点での運営を心がけ、細やかなニーズの汲み取りおよびその迅速な対応を行う。運営面・維持管理

面・自主事業面など、お客様に受け入れられる施設管理が目標と捉えている。 

 

  



 

令和５年度 総合評価シート 

 

評価者：産業労働部新産業課 

 

施設名 先端科学技術支援センター 現指定管理期間 令和５年度～９年度（５年間） 

指定管理者 国際ライフパートナー（株） 選定方法 公募 

 

 

１ 指定管理者の業務実績に関する評価 

・新たに指定管理者となったが、他施設での指定管理者としての経験を生かし、適切な管理を行った。 

・新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置付けが5類に引き下げられたこともあり、積極的に集客するイベ

ントを実施し、利用者のニーズに沿った自主事業を実施したと認める。 

・利用者アンケートにおいて高い評価を得ており（「再利用したい」85％、「接客態度良い、大変良い」80％、宿泊

者数は前年度を上回る実績であった。 

 

 

２ 業務改善に向けた分析・指導内容 

・R4 年度と比較すると利用者は増加しており、徐々に新型コロナウイルス感染拡大前の水準に近づいてきてい

る。 

・今後も県としては引き続き適切な指導、監督に努めるとともに、利用者サービスの向上のため、良好な管理・

運営の継続と、積極的な広報、アンケートの実施などの取り組みを求めていきたい。 

 

 

３ 施設所管課による総合評価 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

Ｂ  
   

 

 

 

総合評価指標（管理運営評価シートの施設所管課による評価結果を基準とする） 

Ｓ ◎が 80％超である 

Ａ ◎が 60％超 80％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｂ ◎が 60％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｃ △と×の合計が 20％超 40％以下である 

Ｄ △と×の合計が 40％超である 

 

  

様式２ 



令和５年度 管理運営評価シート 
 

施設名 兵庫県立但馬ドーム 現指定管理期間 令和５年度～９年度（５年間） 

指定管理者 
（公財）兵庫県勤労福祉協会・全但バス㈱グル

ープ 
選定方法 公募 

１ 指定管理者による自己評価 

評価項目 
業務目標 

（事業計画ベース） 
実績・評価 

指定 

管理者 

施設 

所管課 

維
持
管
理
業
務 

清掃 
・日常清掃及び定期清掃を実

施。 

・計画どおり実施し、清潔な利

用環境を提供した。 
◎ ◎ 

設備保守管理 

・以下のとおり設備の保守管理

を実施。 

・自家用電気工作物保安管理

（毎月１回） 

・消防設備点検（総合点検年１

回、機能点検年１回、防火対

象物年１回） 

・給排水設備（受水槽清掃年１

回、水質検査年１回、汚水槽

清掃年２回） 

・空調点検（ボイラー年１回、空

気調和機・全熱交換機・チラー

ファンコイル年２回） 

・エレベータ点検（毎月１回） 

・害虫駆除（年２回） 

・各委託業務年間計画に基づ

き、委託業者と連携を密にしな

がら、安全で快適な利用環境

を提供した。 

・日々の施設巡回による点検を

徹底し、修繕箇所の早期発

見・対応を図った。 

◎ ◎ 

植栽管理 

・随時実施。 ・職員による除草・剪定等を精

力的に行うとともに、委託業者

と連携し、状況に応じた除草・

剪定を実施するとともに、安全

性の確保や景観の美化を図っ

た。 

・専門業者の指導を受け、芝生

の維持管理を行い、利用環境

の向上を図った。 

○ ○ 

警備 

・夜間機械警備（毎日）を実施 ・夜間の防犯・防災体制及び夜

間緊急連絡体制を整備してい

る。 

◎ ◎ 

小規模修繕 

・異常個所の早期発見・早期対

応を図る。 

・職員による日々の施設巡回、

設備のメンテナンス点検を実

施し、事故の未然防止等を図

った。 

◎ ◎ 

法定点検の実施 ・上記設備保守管理のとおり。 ・上記設備保守管理のとおり。 ◎ ◎ 

様式１ 



運
営
業
務 

開館日・開館時間等 

・早朝開館、休館日の変更等柔

軟に対応する。 

・年度を通じて早朝開館等、利

用者のニーズに応じた柔軟な

対応を図り、満足度の高いサ

ービスを提供した。 

◎ ◎ 

公共性・公平性の確保 

・公平な利用機会を提供するた

め、以下のとおり情報提供を

行う。 

・但馬記者クラブ（二八会）での

記者発表 

・県民だより、但馬内市町広報

誌への掲載 

・但馬内情報誌（Ｔ２、ＦＭジャン

グル等）への掲載 

・ホームページやＳＮＳを活用し

た情報の早期発信 

・全但バス㈱関連施設での施

設のＰＲ、ラッピングバスの運

行 

・各種情報媒体を通じて、リア

ルタイムでわかりやすい情報

発信を行い、施設の特徴をア

ピールし、幅広い用途に利用

されている。 

◎ ◎ 

各種事業・プログラムの

実施状況 

＜利用促進事業＞ 

・ドームdeアウトドアアクティビィ

ティなど９事業を実施（内容等

別紙のとおり）。 

＜自主事業＞ 

・グラウンド・ゴルフ推進事業

（但馬ドーム杯グラウンド・ゴ

ルフ交流大会等）など８事業を

実施（内容等別紙のとおり）。 

 

＜利用促進事業＞  

・ドーム棟グラウンド、野外グラ

ウンド、またドーム周辺の森

林等を使用して９事業を実施。 

・但馬ドーム25周年記念イベン

トや敷地内森林等を活用した

新規事業に着手。                                                                             

＜自主事業＞ 

・グラウンド・ゴルフ推進事業の

ほか、ニュースポーツの普及

など８事業を実施。 

・神鍋の自然や地元食材を活

用した新規事業を推進。 

○ ○ 

利用者満足度調査結果 

（アンケート調査） 

・アンケート調査（団体利用対

象）を実施し、調査結果の分

析、検証を行い、施設運営に

活用する。 

・年間を通じ、利用団体を対象

にアンケート調査を実施。 

  アンケート送付 157団体 

  回答数 114団体 

  回答率 74.3％ 

・アンケート結果は職員全員で

共有、要望やニーズなどを認

識し、きめ細かな満足度の高

いサービスに繋げ、リピータ

ーの確保を図った。 

○ ○ 

利
用
状
況 

利用者数 

目標 240,000人 

［前年度：63,096人］ 

※令和４年度、ドーム棟グラウ

ンドは年間を通じて利用休止

（５、６月を除く） 

推計入園者数 160,780人 

・コロナ禍以前に比べ、利用団

体数、人数等が全般的に減少

傾向となった。 

○ ○ 



施設稼動率 

目標（多目的グラウンド） 

86％ 

［前年度：63.9％］ 

※５・６月実績 

 

多目的グラウンド利用率 

78.3％ 

・利用件数・利用率は回復傾向

にあるが、コロナ禍以前の水

準には達していない。 

○ ○ 

収
支
状
況 

収支計画と実績 

・収入（税込み） 

利用料金収入  15,508千円 

利用促進事業収入 3,965円 

自主事業収入   3,654千円 

・支出（税込み） 

 人件費       70,498千円 

 運営費       54,204千円 

 

・収入（税込み） 

利用料金収入  14,405千円 

利用促進事業収入 1,826円 

自主事業収入   2,707千円 

・支出（税込み） 

 人件費       49,625千円 

 運営費       53,691千円 

 

○ ○ 

経費節減に向けた取組 

・見積合わせ等コスト意識の徹

底を図る。 

・冷暖房、調光など日々の電気

量の節減を図る。 

・水道メータを日々計測し漏水

防止による節水を図る。 

 

・工事、物品調達等において

は、数者見積合わせを実施

し、常に安価で安心な発注先

を選定。 

・日々の巡回・点検により、修繕

箇所の早期発見、修繕費の節

約に努めた。 

・こまめな冷暖房調整、調光調

整等コスト意識の徹底を図っ

た。 

○ ○ 

運
営
体
制 

苦情要望等の対応体制・

内容 

・職員間の緊密な報告・連絡及

び必要に応じた幹部会、全体

会を開催。 

・要望、苦情への迅速な対応及

び要件に応じた協会事務局、

県労政福祉課との協議による

適切な対応を図る。 

・全職員が適切な対応ができる

よう情報の共有を図った。 

・安全、安心を第一に考え、利

用者の立場に立った満足度の

高いサービスを提供するなど

ホスピタリティの向上を図っ

た。 

◎ ◎ 

危機管理体制の確保 

・危機管理マニュアルに基づき

以下のとおり実施。 

・イベント等の事故に備えた職

員対象のＡＥＤ救急講習会の

開催 

・イベント等への看護師の常駐

や地域の医療施設との連携 

・共同事業体による強固なバッ

クアップアップ体制に基づく危

機管理 

・消防訓練の実施（10月：総合

訓練、３月：避難通報訓練） 

・年度当初に、危機管理マニュ

アル等研修を実施。 

・イベント時には、怪我、事故等

に備えて常駐看護師を配置。 

・年２回の消防訓練を通じて危

機管理体制の徹底を図り、利

用者が安全かつ快適に利用

できるよう管理運営を行った。  

・共同事業体である全但バス、

神姫バス、日本管財等と連携

し、イベント時の緊急対応体制

を確立。 

◎ ◎ 



県・関係機関との連携 

・兵庫県、豊岡市、観光協会、

商工会議所、商工会、各種競

技団体、但馬ドーム応援隊フ

ァンクラブ等との緊密な連携を

図る。 

・運営協議会を２回、運営協力

者会議を１回開催し、関係団

体・者からの提言など意見交

換を実施。 

・但馬小学生駅伝大会、県高校

総体ソフトボール競技開会

式、各種ソフトボール、サッカ

ー等大会、全日本身体障害者

野球大会など集客イベントを

開催。 

・但馬ドーム２５周年記念ファス

タでは、県民局及び商工会議

所・商工会等の協力を得て、

盛大に実施。 

・応援隊ファンクラブについて

は、イベントのボランティアと

して参加・協力を要請。 

・関係機関との円滑な協力体制

のもと、継続事業の実施及び

新たな事業の誘致等計画策定

を図った。 

◎ ◎ 

業務の再委託の状況 

・以下のとおり委託。 

・三菱重工機械システム㈱（可

動設備）   5,280千円 

・神姫バス㈱（清掃・設備保守）         

7,627千円 

・日本管財㈱（輸送設備保守、

機械警備）  2,033千円 

・全但バス㈱（利用促進） 

            2,000千円 

    〃  （ラッピングバス） 

            1,000千円 

・シルバー人材センター（植栽

管理）        1,028千円 

・施工業者や共同事業体の構

成団体に委託し、不具合の迅

速な対応を図るとともに、安定

した施設全体の維持管理等を

行った。 

 

◎ ◎ 

 

２ 総合的な自己評価・来年度の取組目標・課題等について 

・令和５年度は、２～４年度の大規模計画修繕工事が終了し、またコロナウイルス感染症も５類へ移行したことから、通常の運営となり利用件

数・利用率などは回復傾向とはなったが、利用団体数やその人数等が全般的に減少傾向にあり、コロナ禍以前の水準には達しなかった。 

・グラウンド・ゴルフ等の中高齢者団体の利用が多く、生涯スポーツの実践・普及を一つの柱として推進するとともに、ニュースポーツの普及を

はじめとした幅広い利用者ニーズに対応するべく、新たな事業・イベントを企画するなど新たな可能性を模索し、一定の実績を上げることが

できた。 

・ソフトボールやサッカーをはじめとした大会や合宿、学校行事等利用拡大を図る中で、地域の宿泊施設・観光協会・行政等との連携を強化す

るなど、地域間交流の促進に貢献した。 

・計画修繕工事は終了したが、開館以来２５年が経過し全般的に設備の老朽化が進んでおり、不具合や修繕・更新工事など今後も修繕費が増

加することが懸念され、兵庫県、豊岡市と協議・連携し、施設環境の維持・更新を図っていく。 

・令和６年度は、第５期指定管理の２年目として、さらなる地域との連携強化や地域間交流を促進、森林やジオパークを活用したアクティビティ

やツーリズム等新たな魅力を創出するとともに、スポーツ・レクリエーションの裾野拡大、ＳＮＳ等を活用した効果的な情報提供、広報・ＰＲ活

動の強化を図り、安全・安心で快適な施設環境を提供しつつ、ＳＤＧｓへの貢献を図っていく。 



 

令和５年度 総合評価シート 

評価者：産業労働部労政福祉課 

 

施設名 兵庫県立但馬ドーム 現指定管理期間 令和５年～令和９年（５年間） 

指定管理者 
（公財）兵庫県勤労福祉協会・全但バス㈱グル

ープ 
選定方法 公募 

 

 

１ 指定管理者の業務実績に関する評価 

・ 施設設備の維持について、職員による点検、メンテナンスによる異常の早期発見と対応など、適切な管理を

行うことにより、利用者の安全確保を図っている。 

 

・ 令和５年度は、２～４年度の大規模計画修繕工事が終了し、またコロナウイルス感染症も５類へ移行したこ

とから、通常の運営となり利用件数・利用率などは回復傾向とはなったが、利用団体数やその人数等が全

般的に減少傾向にあり、コロナ禍以前の水準には達しなかった。 

 

・ グラウンドゴルフ大会の開催、広報誌、AM ラジオ、県内広域でのチラシ配布による宣伝活動等、利用者の

取り組みに向けた施策を順次行っており、利用者数の増加に向け取り組んでいる。また、休館日開館の実

施等、利用者のニーズに合わせた施策を実施し、利用者満足度の向上に向けた取り組みなども行ってい

る。 

 

 

２ 業務改善に向けた分析・指導内容 

令和５年度よりドーム棟を使用することが可能であり、コロナの直接的な影響もなくなってくるため利用者数の

増加が見込まれ、今後も県として引き続き必要に応じて適正な指導を行うとともに、引き続き利用者サービスの

向上のため、良好な管理・運営の継続を求めていきたい。 

 

 

３ 施設所管課による総合評価 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

B B B   

 

 

総合評価指標（管理運営評価シートの施設所管課による評価結果を基準とする） 

Ｓ ◎が 80％超である 

Ａ ◎が 60％超 80％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｂ ◎が 60％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｃ △と×の合計が 20％超 40％以下である 

Ｄ △と×の合計が 40％超である 

 

  

様式２ 



令和５年度 管理運営評価シート 
 

施設名 兵庫県中央労働センター 現指定管理期間 令和３年度～５年度（３年間） 

指定管理者 公益財団法人兵庫県勤労福祉協会 選定方法 非公募 

１ 指定管理者による自己評価 

評価項目 
業務目標 

（事業計画ベース） 
実績・評価 

指定 

管理者 

施設 

所管課 

維
持
管
理
業
務 

清掃 

建物清掃・冷暖房設備運転管

理・塵芥処理・環境衛生管理

「空気環境測定・水質検査・害

虫駆除・貯水清掃・排水設備清

掃」 

令和３年４月～令和６年３月の

業務委託契約（3年契約３年目） 

建物清掃・冷暖房設備運転管

理・塵芥処理・環境衛生管理

「空気環境測定・水質検査・害

虫駆除・貯水清掃・排水設備清

掃」 １０，８３５，０００円(税込

み） 

〇 ○ 

設備保守管理 

自家用電気工作物保安管理 

エレベーター保守点検                              

冷暖房機保守点検 

消防設備点検 

駐車場自動精算機保守点検 

PCネットワークシステム保守等 

業務委託契約により実施 

・自家用電気工作物保安管理

（３年契約３年目） 

 ３８９，４００円(税込み）（令和

３年４月１日～令和６年３月３１

日） 

・エレベーター保守点検（３年契

約３年目） 

 １，６１０，４００円(税込み）（令

和３年４月１日～令和６年３月３

１日） 

・冷房機保守点検（３年契約３年

目） 

 ６８２，０００円（税込み） （令

和３年４月１日～令和６年３月３

１日） 

・消防設備点検（３年契約３年

目） 

 ２９０，２７８円（税込み）(令和

３年４月１日～令和６年３月３１

日）                              

・自動ドア、駐車場精算機保守

点検（３年契約３年目） 

 ４１６，９００円(税込み)（令和３

年４月１日～令和６年３月３１

日） 

・予約管理システム保守等                           

２２，０００円(税込み)（県予約シ

ステムに移行する為 5/31 契約

終了） 

 

〇 ○ 

様式１ 



植栽管理 

(館外）毛虫除去・植栽の手入

れ、屋上の枯葉処理 

(館内）共用部の緑化の取り組

み 

・美観を損なわない程度の定期

的な植栽、樹木への散水 

・屋上の排水溝に溜まる枯葉の

定期除去 

・中庭の高木等管理、近隣建物

敷地内への侵入確認、および

伐採 

・ﾛﾋﾞｰ等、共用部分の観葉植物

等を管理し、美観及び憩いのｽ

ﾍﾟー ｽ整備に努めた。 

〇 ○ 

警備 

機械警備（夜間）  

遠隔監視（毎日) 

業務委託契約により実施 

建物警備７８１，４４０(税込み）

（ ３ 年 契 約 ３ 年 目 ）                                            

（令和３年４月１日～令和６年３

月３１日） 

〇 ○ 

小規模修繕 

日常点検において、必要に応じ

て実施する 

貸出備品等簡易な修繕につい

ては、経費節減の為、自前で修

理を実施した。 

〇 ○ 

法定点検の実施 年２回実施 年２回実施 〇 ○ 

運
営
業
務 

開館日・開館時間等 
 第二日曜日及び 12月29日～1

月3日以外の 9：00～21：00 
〇 ○ 

公共性・公平性の確保 

 ホームページで、最新情報の

積極的な発信に努めた。                                                              

月初の受付開始日に抽選制度

を今年度も実施し、利用者の負

担軽減と公平性の確保に努め

た。 

〇 ○ 

各種事業・プログラムの

実施状況 

パンフレットの配布及びチラシ

等による広報 

・ パンフレットを館内各所に設

置 

・ ファミリーパックガイドブック

に広告を掲載 
〇 ○ 

利用者満足度調査結果 

（アンケート調査） 

１月でアンケート実施 不満との回答はありませんでし

た。 

労働図書館の認知度が低い 
〇 ○ 

利
用
状
況 

利用者数 
３７０，０００人 

［前年度：370，000人］ 

３４６，２８０人 

    ［前年度：325，760人］ 
△ △ 

施設稼動率 
５２．０％ 

［前年度：52％］ 

５１．１％ 

［前年度：46.9％］ 
△ △ 



収
支
状
況 

収支計画と実績 

（収入） 

利用料金収入  43,437千円 

県指定管理収入  21,414千円 

共益費収入    14，330千円 

目的内収入       68千円 

企画事業収入       109千円 

 

（収入）  

利用料金収入  43，597千円 

県指定管理料収入 26，517千円 

県補助金収入     1，011千円 

整備工事費収入    1，869千円 

共益費収入      14，358千円 

目的内収入         69千円 

企画事業収入        81千円 

(支出) 

人件費      39，714千円 

運営費      30，308千円 

〇 ○ 

経費節減に向けた取組 

節電に努め経費の削減に務め

た 

節電効果により、デマンドを抑

えることができた。 〇 ○ 

運
営
体
制 

苦情要望等の対応体制・

内容 

利用者の苦情、クレーム対応に

ついて迅速且つ丁寧な対応を

行う。 

問題・課題について毎月全体ミ

ーティングを実施し問題解決、

情報共有に取り組んだ。 

〇 ○ 

危機管理体制の確保 

火災、台風、地震、衛生事故の

危機管理マニュアルを更新し、

管理体制の確立を図る。                 

・台風時の対応でマニュアルに

基づき行動、対応、報告が実施

できた 

・実際に避難器具を使い高所か

らの避難を体験。充実した消防

訓練が実施出来た。 

〇 ○ 

県・関係機関との連携 

県や勤労福祉協会と連携を取

る。 

・随時、県や勤労福祉協会事務

局と連絡を取り、連携を図っ

た。また、今年度も入居団体も

含めた全館での消防訓練を実

施し、密接な関係づくりに努め

た。      

〇 ○ 

業務の再委託の状況 

専門的な知識や技能を要する

業務については、業務委託に

より効率的に実施する。 

・建物管理業務 

・建物保安警備業務 

・電気保守点検業務 

・昇降機保守業務 

・冷温水機保守点検業務 

・自動ドア保守点検業務 

・消防設備保守点検業務 

・駐車場発券機・精算機・カーゲ

ート保守業務 

〇 ○ 

 

２ 総合的な自己評価・来年度の取組目標・課題等について 

利用者の立場にたった施設運営を行うとともに、改革意識を持って、日常業務に取り組めた。 

前年に比べ利用率増。新たな利用者を開拓するなど利用率のアップを目標に職員一丸となって頑張る。 

 

  



 

令和５年度 総合評価シート 

 

評価者：産業労働部労政福祉課 

 

施設名 兵庫県中央労働センター 現指定管理期間 令和３年度～５年度（３年間） 

指定管理者 公益財団法人兵庫県勤労福祉協会 選定方法 非公募 

 

 

１ 指定管理者の業務実績に関する評価 

・ 安全面を考慮したスロープの滑り止め施工の実施など利用者の立場にたった柔軟な対応を行っている。 

・ パンフレットの配布等も工夫して行っており、新規利用者の開拓や、既存利用者の囲い込みに尽力し、利用

者確保に努めている。 

 

 

２ 業務改善に向けた分析・指導内容 

令和４年度と比較して利用者数は増加しており、徐々に新型コロナウイルス感染拡大前の水準に近づいてき

ている。今後も県として引き続き必要に応じて適正な指導を行うとともに、利用者サービスの向上のため、良好

な管理・運営の継続と、有効な広報、アンケート実施などの取り組みを求めていきたい。 

 

 

３ 施設所管課による総合評価 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

B B B ― ― 

 

 

 

総合評価指標（管理運営評価シートの施設所管課による評価結果を基準とする） 

Ｓ ◎が 80％超である 

Ａ ◎が 60％超 80％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｂ ◎が 60％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｃ △と×の合計が 20％超 40％以下である 

Ｄ △と×の合計が 40％超である 

 

  

様式２ 



令和５年度 管理運営評価シート 
 

施設名 兵庫県立姫路労働会館 現指定管理期間 令和３年度～５年度（３年間） 

指定管理者 公益財団法人兵庫県勤労福祉協会 選定方法 非公募 

１ 指定管理者による自己評価 

評価項目 
業務目標 

（事業計画ベース） 
実績・評価 

指定 

管理者 

施設 

所管課 

維
持
管
理
業
務 

清掃 

利用者の安全で快適な利用を

確保するため、日常清掃及び

定期清掃を実施する。 

・専門業者に業務委託した。 

 清掃員が常駐（7:30～11:30は

２名、11:30～15:30は１名）し、

日常清掃を実施した。 

・ビニール床シートのワックス

塗布やカーペットの洗浄、ガラ

スサッシ等の磨き清掃などの

定期清掃は利用者の妨げとな

らないように、休館日に実施し

た（３か月に１回）。 

○ ○ 

設備保守管理 

・日常の管理作業と並行して施

設や設備の巡回点検を実施す

る。 

・早期に異常を発見し、補修修

繕費用の軽減及び長寿命化を

図る。 

・専門業者に業務委託した。 

 空調設備維持管理、冷暖房運

転業務、空調機械等機器整備・

保守点検、給排水衛生設備点

検管理、消防設備点検管理、Ｅ

Ｖ保守点検、自動ドア保守点

検、電気設備保守点検 

・施設や設備の巡回点検を随

時実施した。 

○ ○ 

植栽管理 

利用者の快適な利用を確保す

るため、駐車場等敷地内の植

栽の剪定や雑草、落ち葉等の

清掃を実施する。 

・倒木の恐れがあった施設外周

の支障木伐採工事を実施した。 

・落ち葉、雑草等の清掃・除草

を実施した。（随時） 

◎ ◎ 

警備 
夜間機械警備（毎日）を実施す

る。 

夜間機械警備を実施した。 
○ ○ 

小規模修繕 

日常の管理・点検に基づき、必

要に応じて実施する。 

随時実施した。 

・自動ドア制御装置修繕 

・１階相談コーナー床面カーペ

ット貼替工事 

○ ○ 

法定点検の実施 

法令に基づき、点検を実施す

る。 

・設備保守管理とあわせて専門

業者により点検実施 

・貯水槽清掃（年１回）、簡易水

道検査（年1回） 

自家用電気工作物年次点検

（年１回）、防火対象物点検（年

１回）、消防設備点検（年２回）、

ＥＶ定期検査（年１回） 

◎ ◎ 

様式１ 



運
営
業
務 

開館日・開館時間等 

利用者のニーズ応じて休館日

の変更及び時間外入館への対

応等を実施する。 

利用者ニーズに応じて休館日

を変更しての柔軟な営業を実

施（年間３回）。また会場準備の

ための早朝入館（８時）にも随

時対応（年間102日）。 

◎ ◎ 

公共性・公平性の確保 

HPによる最新情報の発信及

び、空室状況等の情報提供を

行う。 

HYOGO ｶﾝﾀﾝ予約を導入。随

時空室状況や最新情報をHP

にて公開した。 

◎ ◎ 

各種事業・プログラムの

実施状況 

行政機関、経営者団体、労働者

団体等の協力を得て「お仕事川

柳コンクール」を実施する。 

「新型コロナ禍で定着した新し

い働き方」にも焦点を当て、関

係団体・報道機関の協力を得て

第19回川柳コンクールを実施 

【募集：11月1日～令和６年1

月12日応募句数：498句】       

◎ ◎ 

利用者満足度調査結果 

（アンケート調査） 

利用者へのアンケート調査を実

施し、管理運営の改善に反映さ

せる。 

・アンケート調査期間 

令和５年10月2日～11月30

日。 

※期間中、全利用団体へアン

ケート用紙配布 

○ ○ 

利
用
状
況 

利用者数 

 

目標年間利用者数289,000人 

［前年度：281,266人］ 

利用人数   269,062人 

目標には及ばず前年度を若干

下回り、コロナ禍前の水準には

及ばなかった。 

○ ○ 

施設稼動率 

 

目標年間利用率 54％ 

［前年度：49.4％］ 

利用率       48.8％ 

目標には及ばず前年度を若干

下回り、コロナ禍前の水準には

及ばなかった。 

○ ○ 

収
支
状
況 

収支計画と実績 

利用料金収入見込み額    

19,122千円 

県指定管理料収入見込み額 

16,245千円 

企画事業収入見込み額      

77千円 

目的内使用料             

56千円 

 

・収入 

利用料金収入  20,257千円 

県指定管理料収入 19,676千

円（整備費除く） 

企画事業収入    93千円 

目的内使用料    56千円 

・支出 

人件費      16,872千円 

運営費      23,439千円 

企画事業支出    93千円               

目的内使用支出  56千円 

○ ○ 

経費節減に向けた取組 

省エネへの取組（節電・節水等

の実施） 

事務所内間引き消灯、各階廊

下、フロア部分の適宜消灯対応

の継続実施 

○ ○ 

運
営
体
制 

苦情要望等の対応体制・

内容 

アンケートを実施し意見、要望

を聞く。 

アンケート調査を実施した。 
○ ○ 

危機管理体制の確保 
・危機管理マニュアルの整備 

・消防訓練の定期実施 

・危機管理マニュアルの更新 

・年２回消防訓練を実施した。 
◎ ◎ 



県・関係機関との連携 

運営委員会を開催し、関係機関

の代表者の意見をもとにさらに

充実した運営を図る。 

運営委員会を開催（令和６年２

月）し、様々な意見をいただい

た。 

 

◎ ◎ 

業務の再委託の状況 

専門的な知識や技能を要する

業務については、業務委託に

より効率的に実施する。 

・建物管理業務                   

 日常清掃及び定期清掃 

 空調設備維持管理業務 

 給排水衛生設備点検管理 

・乗用エレベーター保守点検 

業務 

・機械警備業務 

・自動ドア保守点検業務 

・電気設備点検業務                   

                   

○ ○ 

 

２ 総合的な自己評価・来年度の取組目標・課題等について 

・今年度、県のオンライン予約システムを導入。来館せずに利用許可申請が可能となり、利用者の利便性が向上  

した。 

また、昨年度実施したインターネット環境整備による「全室 Wi-Fi 利用可能」を周知した結果、ホール、会議室での Wi-Fi

利用が増加し、利用者が快適に利用できる空間を提供することができた。 

 

・来年度においては以下の内容を重点業務取組として運営を行う。 

① SNSの活用など新たな情報発信による施設認知度の向上 

② 労使団体への働きかけ強化、新規利用先の発掘・誘致による利用率向上 

③ 施設の特色を生かした会館主催事業の企画充実による利用の促進 

④ ニーズを踏まえた備品整備によるサービスの向上及び多様な利用形態への対応 

⑤ 施設設備の日常点検と老朽化への計画的な対応（予防）による安全安心の確保 

 

  



 

令和５年度 総合評価シート 

 

評価者：産業労働部労政福祉課 

 

施設名 兵庫県立姫路労働会館 現指定管理期間 令和３年度～５年度（３年間） 

指定管理者 公益財団法人兵庫県勤労福祉協会 選定方法 非公募 

 

 

１ 指定管理者の業務実績に関する評価 

・ 利用者満足度調査結果を基に、WI-FI等付属設備の充実を図るとともに、利用者ニーズに応じ休館日も営業

を実施するなど、サービスの向上が認められる。 

・ 「お仕事川柳」の実施など、県民の文化的活動の促進につながる事業を継続的に運営している。 

・ 県のオンライン予約システムを導入し、来館せずに利用許可申請が可能となり、利用者の利便性が向上し

た。利用者のニーズに沿ったサービスの向上に努めた結果、複数回利用するリピート利用者が全体の

84％となっており、適正な施設管理業務が行われていると言える。 

 

 

２ 業務改善に向けた分析・指導内容 

令和４年度と比較して利用者数は若干減少しているが、リピート利用者も多く、施設利用者の満足度が高いと

言える。今後も県として引き続き必要に応じて適正な指導を行うとともに、利用者サービスの向上のため、良好

な管理・運営の継続と、有効な広報、アンケート実施などの取り組みを求めていきたい。 

 

３ 施設所管課による総合評価 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

B B B ― ― 

 

総合評価指標（管理運営評価シートの施設所管課による評価結果を基準とする） 

Ｓ ◎が 80％超である 

Ａ ◎が 60％超 80％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｂ ◎が 60％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｃ △と×の合計が 20％超 40％以下である 

Ｄ △と×の合計が 40％超である 

 

  

様式２ 



令和５年度 管理運営評価シート 
 

施設名 丹波年輪の里 現指定管理期間 令和３年度～５年度（３年間） 

指定管理者 （公財）兵庫丹波の森協会 選定方法 非公募 

１ 指定管理者による自己評価 

評価項目 
業務目標 

（事業計画ベース） 
実績・評価 

指定 

管理

者 

施設 

所管

課 

維
持
管
理
業
務 

清掃 

清掃管理業務をシルバー人材セ

ンターに派遣委託（一部直営方

式）した。 木の館・クラフト館内

の清掃、屋外トイレ等の清掃、苑

内の清掃、草刈り 

業務の効率的な運用を行うた

め、日々行う清掃の細かな業務

マニュアルを定め、来苑者が快

適に利用できる環境を整えること

ができた。 

・派遣実績額 4名 

           3,598,500円 

◎  ◎ 

設備保守管理 

・パソコンシステム保守管理委託

業務（経理システム及び事務所

内ネットワーク、サーバートラブ

ル等対応） 随時 

・電気設備保守管理委託業務（電

気設備保守月例点検） 

・消防設備保守管理（消防設備保

守点検） 年２回 

・空調機保守業務（空調機点検 

季節変換時） 年２回 

・夜間管理業務 年308回 

 

パソコンシステム保守管理委託

業務 

  年額290,400円（税込み） 

パソコンシステム保守管理委託

業務：不正アクセス防止はじめを

円滑なシステム運用に努めてい

る。 

・電気設備保守管理委託業務 

  年額237,600円（税込み）  

電気設備保守管理委託業務：故

障等の対応、電気に関する相談

など良好である。 

・消防設備保守点検（年２回）   

  年額106,700円（税込み）  

不良箇所を修繕済 

・空調機保守業務（年２回） 

  年額145,200円（税込み） 

年 2 回夏季と冬季にはいる前に

点検している。懸案であった老朽

化によるアトリエ棟とレストラン

の空調を更新した。また木の館

の空調の設置により、快適な空

調管理が可能となった。                

・夜間管理（年309日） 

 年額1,214,259円（税込み） 

夜間管理業務：夜間の貸館業務

に対応するため、午後 5時 15分

～9時15分の時間帯に夜間管理

を委託。利用者のサービス向上

に寄与している。  

◎ ◎ 

様式１ 



植栽管理 

公園管理委託業務（①苑内の樹

木の剪定２回、②樹木防虫剤散

布２回、④除草剤散布２回等） 

・公園管理委託業務  

年額1,265千円（税込） 

植栽管理では、景観の保全はも

ちろんのこと安全安心を旨とし

て、防犯にも資するよう死角にな

らないような剪定も実施し、適切

な管理に努めている。 

また、職員自らが剪定等管理

を行い、来苑者が気持ちよく利用

いただくために、環境美化に努

めている。 

課題としては、植栽から 36 年が

経過し、樹木の老木化、立ち枯

れも散見され、倒木や枝折れに

よる利用者への落下、根張りが

進み苑路舗装の隆起による散策

者転倒が懸念されることから、

日々の点検等更なる適切な管理

をおこなっている。特に昨今全国

で倒木による死亡事が発生して

いることに鑑み、緊急の状況調

査を行い問題のある樹木の発見

に努めた。239,800円 

◎ ◎ 

警備 

機械警備委託（夜間及び休館中

の無人警備） 

防犯カメラの設置 

・機械警備委託（R3年度より 3年

契約） 

 年額323,400円（税込み） 

異常発報にも迅速・的確に対応

し、安全管理の維持に努めてい

る。 

また、防犯上の抑止効果や事

件発生時の記録を取るため防犯

カメラを設置し利用者の安全確

保に努めている。 

◎ ◎ 

小規模修繕 

・必要に応じ修繕を行う（施設設

備木部等腐朽箇所、老朽箇所修

繕、機械機器定期点検等）。 

開園から 36 年が経過しており、

表面上顕在化していない木の内

部劣化が懸念される。 

屋外トイレ修繕工事（１箇所） 

2,233,000円 

屋外トイレ修繕（ドア取付等工事

３箇所）   1,340,020円 

木材置場土間コンクリート工事         

1,821,380円 

クラフト館工作室改修工事 

           1,210,000円 

アトリエ棟エアコン更新工事 

            671,000円 

◎ ◎ 



法定点検の実施 

・自家用電気工作物保安点検 

・消防用設備等法定点検  

・自家用電気工作物保安点検 

 月次点検毎月１回、年次点検１

回 

  異常なし 

・消防用設備等法定点検  

  年２回 

  消火器の耐用年限到来 

16本、屋内消火栓ホース 

耐圧試験 

※業務委託により実施（設備保

守管理欄に記載のとおり） 

 

◎ ◎ 

運
営
業
務 

開館日・開館時間等 

・開館 9時から 21時（夜間＝クラ

フト館・木の館予約状況に対応）・

毎週月曜日休館、年末年始（12

／29～1／3）休館 

・施設管理規則に沿った運営に

努めた。 

・今後も施設管理規則に沿った

運営に努める。 

夜間の利用のため、シルバー人

材センターに委託し、利用者の

サービス向上に努めている。 

◎ ◎ 

公共性・公平性の確

保 

・安全安心を念頭においた施設

運営 

・全世代に対応した情報発信 

ホームページのお知らせ欄掲

載の情報発信の充実 

・SNSの活用 

・スローガン「安全安心」「心地良

さ」「創造をはぐくむ工作指導」接

客の実施 

・防犯、事故の未然防止を念頭

においた環境整備 

・各種イベント等の実施に向けて

は、インスタグラムの活用（全職

員に SNS講習の実施） 

・新聞等紙面を活用した情報発

信、毎月行事広告（神戸新聞丹

波版、丹波新聞掲載）ほか 

ホームページでのわかりやすい

内容の掲載 

・道の駅、県、市の公共施設等に

パンフレット設置 

・丁寧な接客、木工の裾野を広げ

る施設の設置目的を念頭に置い

た指導 

◎ ◎ 



各種事業・プログラム

の実施状況 

・指定事業、企画事業、補助事

業、林産指導事業の計画実施 

・指定事業 

第７回たんば絵てがみコンクー

ル、ゴールデンウィークフェスタ、

平日グラウンドゴルフ、年輪友の

会、丹波年輪の里グラウンドゴ

ルフ大会、ギャラリーアトリエ、第

３５回丹波の森ウッドクラフト展、

座っ展、緑の中のコンサート、テ

ィラノサウルスレース丹波竜の

里等計画どおり実施した。 

・企画事業 

クラフト商品材料販売事業、木の

なんでも市、自動販売機設置事

業、レストラン運営委託事業、施

設利便提供事業を計画どおり実

施した。 

・補助事業 

林産指導業務、運営委員会、クラ

フト教室、木材研修会、 

アートクラフトフェスティバ、情報

収集広報事業を計画どおり実施

した。 

・林産指導事業 

木育活動（ひょうご森づくりサー

ポートセンター事業）を中心とし

て、木製玩具の貸出しと木の話

（丹波市、丹波篠山市、猪名川

町、芦屋市、神戸市、尼崎市、伊

丹市の認定こども園、小学校等８

箇所）で実施し、「木育」の普及促

進に努めることができた。 

◎ ◎ 



利用者満足度調査結

果 

（アンケート調査） 

・利用者満足度調査の実施（随

時） 

 

 

アンケートにできる限り協力をお

願いしている。年間を通して 25

件と少ないが、良い評価を得て

いる。また、口頭でも同様の評価

を聞いている。 

今後は、イベント毎にできるだけ

多くの利用者の意見を把握して

いく。 

・利用者から直接のご意見等を

いただき、改善すべきところは、

今後も改善に努めていく。 

アンケートには反映されていな

いが、施設の老朽化に対する意

見を耳にすることが多いと感じ

る。 

幼児から高齢者まで幅広い年齢

層が楽しめる公園であることか

ら、更なる魅力アップのため、利

用者のニーズの把握に努める。    

・令和４年度から運営協議会の

委員に利用者代表として２名（工

作室利用者、アトリエ棟利用者）

を委嘱し、利用者目線の率直な

ご意見をいただいた。 

・木育活動のアンケ―トでも好評

価の意見が多く、次年度の改善

に参考としている。 

また、木の館に設置しているビ

ー玉を使ったおもちゃの利用者

に対してもアンケートを実施し、

利用者の地域や年代、情報源等

を聴取し、広報活動の参考とし

た。 

○ ○ 



 

利
用
状
況 

利用者数 

利用件数目標  3,500件  

［前年度：3,500人］ 

      

利用人数目標 80,000人  

［前年度：70,000人］  

 

利用件数 

R1.   3,412件 

R2    2,606件 

R3    3,098件 

R4   3,426件 

R5   3,500件 

※対前比102.2％ 

利用人数 

Ｈ30  97,078人 

R1   74,029人 

R2    22,826人         

R3    58,917人  

R4   77,612人  

R5   94,221人  

※対前比 121.4％ 

利用件数、利用人数とも目標を

達成しており、コロナ禍の回復基

調から増加基調に推移した。 

・管内の公的施設等にチラシや

パンフレットを配置やホームペー

ジ、インスタグラム等のSNSでの

発信に努めた。 

◎  ◎ 

施設稼動率 

会議室等 ８室 

22％［前年度：22％］ 

イベント広場 

20％［前年度：18％］ 

 

（データ：利用状況報告3号） 

 

［前年度：○○％］ 

H30 会議研修施設 22.9％ 

    イベント広場  20.4％ 

R1  会議研修施設 21.3％     

イベント広場  .18.1％ 

R2  会議研修施設 21.4％ 

     イベント広場  12.3％ 

R3  会議研修施設 20.9％ 

     イベント広場  14.3％  

R4  会議研修施設 22.4％ 

     イベント広場  20.2％  

R5  会議研修施設 20.7％ 

     イベント広場  24.5％ 

過去５年間の平均値を目標とし

て設定したが、施設利用件数等

と同様に回復基調を受け、イベン

ト広場の目標は達成できたが、

会議室等については若干下回っ

た。管内に市や地域の集会施設

などもあるが、更に手軽に利用

できる施設としてPRに努める。 

〇 ○ 



収
支
状
況 

収支計画と実績 

(収入）  

利用料金等収入   2,200千円 

指定事業/補助事業参加収入

2,955千円 

指定管理料        87,167円 

県補助金       2,858千円 

受託収入        990千円 

企画事業収入     5,620千円 

       計     101,790千円 

(収入） 

利用料金等収入 1,775千円 

指定事業/補助事業参加収入 

2,555千円 

県指定管理料収入 

             86,932千円       

補助事業収入    2,513千円 

受託収入        1,650千円 

                                                         

企画事業収入(繰越金含む) 

   4,249千円 

収入合計        90,639千円 

      

(支出） 

人件費          54,243千円 

運営費          31,988千円                                

企画事業支出     3,790千円 

支出合計        90,021千円 

収支差額  

企画事業で、収支差額 

            618千円 

                                                                                                                                      

○ ○ 

経費節減に向けた取

組 

・職員のコスト意識、施設維持管

理を適切に行い、コスト削減・環

境負荷低減に努める。 

職場会議等において、常に費用

対効果、コスト意識をもって進め

るよう職員にも指示している。 

 

 

 

繕費の増加や物価高騰が続く

中、これ以上の削減は難しい。そ

の中でも優先順位をつけ執行し

ている。 

 

〇 ○ 

運
営
体
制 

苦情要望等の対応体

制・内容 

苦情要望等に対する迅速な対

応、利用者とのコミュニケーショ

ン能力を高め、信頼関係を構築

する。 「まずは挨拶から」 

苦情・要望については、迅速に

対応している。特に問題になるよ

うな事象は発生していないが、利

用者とのコミュニケーションを大

事にし、理解を求めることも多く、

リピーターとは信頼関係が構築

できていると自負できる。 

報・連・相の徹底、さらには毎

月開催している職員会議での報

告や協議を通して情報の共有に

努めている。 

◎ ◎ 

危機管理体制の確保 

県及び事務局への報告、応援要

請連絡 

職員連絡網の整備と防災気象情

報の共有 

・月初の自主点検や専門業者に

よる点検などを通じて、危険箇所

は迅速に修理・改修を行うなど、

危機管理に努めた。 

近年苑内で盗難事件が散見され

ており、県警へパトロールの強

化を依頼している。 

・防災情報の発出と業務遂行体

制を整理し共有した。 

・職員による定期的な巡回監視

を行っている。 

◎ ◎ 



県・関係機関との連

携 

丹波県民局、丹波市、(公財)兵庫

丹波の森協会（丹波の森公苑、さ

さやまの森公園、丹波並木道中

央公園）、木材製材業関係者等と

連携、近隣の道の駅丹波おばあ

ちゃんの里との連携 

・近隣の県立施設との事業連携

を強化するため、定期的な会議

を開いている。 

・検討を重ねそれぞれ持ってい

る特徴を活かした事業を展開 

「丹波ベンチプロジェクト」計画推

進中 

・おばあちゃんの里とは、年輪を

イメージしたバームクーヘンの

ラスク付きコラボジェラートを販

売し（販売実績約７００個）観光

地の回遊による誘客増加 

の試みを行った。 

◎ ◎ 

業務の再委託の状況 

設備保守管理において、ノウハ

ウを持った業者等に再委託す

る。 

・パソコンシステム保守管理委託

業務 

・電気設備保守管理委託業務 

・消防設備保守管理  

・空調機保守点検業務 

・夜間管理業務 

・公園維持管理委託業務  

・清掃業務労働者派遣 

・樹木状況調査 

◎ ◎ 

 

２ 総合的な自己評価・来年度の取組目標・課題等について 

・ 施設の修繕に当たっては、単なる修繕に留まらず、利用者目線に立ち、利活用の増進を基本として改修方針で取り

組んだ。 

・ 施設開設から 36 年が経過し、経年劣化により老朽化が著しい。そのため維持管理に必要な修繕箇所が多く発生し

ており、それに伴う費用増加が今後の課題である。 

・ 来苑者の安全安心な利用、さらには快適な環境づくりを基本として、施設の維持管理に努めてきた。（美化のための

植栽の低木化、清潔・快適なトイレ修繕） 

・ 営利や効率だけを求める指定管理者ではなく、これまでどおり兵庫県と丹波篠山市、丹波市で創り上げた「丹波の

森構想」の具現化を推進し、地域の関係団体とともに一体となって取り組むことで、施設運営にも生かしていく。 

・ 苑内伐木処理について、木質バイオマス発電の活用に回すことにで、SDGsの取組も進めている。 

・ 地域の中では、一番よく利用する公園として子どもから高齢者まで全世代に評価していただいていると自負してい

る。（令和２年度丹波市によるアンケート調査による）賑わい、癒し、快適な空間づくりのため、これまで以上に、環境

整備を行い、魅力的なプログラムを計画し、更に利用者の満足度を高めていく。 

・ 利用者のニーズの把握するため、継続して運営協議会に利用者代表に参画いただき、アンケート調査の実施を広

げていく。 

・ 恐竜化石が発見されたまちとして、ティラノサウルスレース in 丹波竜の里を開催した。開催に当たっては、兵庫県、

丹波市、丹波市教育委員会、丹波青年会議所、丹波地域恐竜化石フィールドミュージアム推進協議会、丹波 2050 地

域ビジョンたんばユースチーム、スポーツ推進プロジェクトチーム『道』、官民一体となって取組み、オール丹波での

連携の重要性を再認識するイベントとなった。今後の施設活用のモデルとなると考えている。 

 

  



 

令和５年度 総合評価シート 

 

評価者：産業労働部労政福祉課 

 

施設名 兵庫県立丹波年輪の里 現指定管理期間 令和３年度～５年度（３年間） 

指定管理者 公益財団法人兵庫丹波の森協会 選定方法 非公募 

 

 

１ 指定管理者の業務実績に関する評価 

・ 施設維持管理運営業務においては、委託業務の契約額の見直しなど、適正に遂行されていると言える。ま

た、職員の点検等により、故障箇所を早期発見し、大規模な故障を予防し修繕費を削減することができてい

る。 

・ 年間を通じて様々なイベント等を開催しており、また木育を推進する施設としての役割を果たすために事業

を推進するなど、地域活性化に大きく貢献していると言える。 

・ 今後も、利用者の多様化に対する柔軟な対応と利用者の求めるサービスの提供を行い、利用者の増加に

努めるよう努力していきたい。 

 

２ 業務改善に向けた分析・指導内容 

令和４年度と比較し、令和５年度は利用者数も増加しており、今後も県として引き続き必要に応じて適正な指

導を行うとともに、利用者サービスの向上のため、良好な管理・運営の継続と、有効な広報・アンケートの実施な

どの取組を促していく。 

 

 

３ 施設所管課による総合評価 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

B A A ― ― 

 

 

総合評価指標（管理運営評価シートの施設所管課による評価結果を基準とする） 

Ｓ ◎が 80％超である 

Ａ ◎が 60％超 80％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｂ ◎が 60％以下であり、かつ△と×の合計が 20％以下である 

Ｃ △と×の合計が 20％超 40％以下である 

Ｄ △と×の合計が 40％超である 

 

  

様式２ 


